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第1回　給料の調整額見直し交渉
「削減ありき」は認めない！職場・業務実態に見合った改善を求める

保健福祉事務所、動物保護センター、さがみ緑風園、新児童自立支援拠点施設など

自治労県職労は7月15日、労務当局と給料の調整額見直しについて交渉を行いました。

調整額・特殊勤務手当一連の見直しについては、2014年8月に当局提案が出され、自治労県職労からも新規の手当や改善（右枠内）を要求し、交渉を行ってきました。同年11月、2016年1月、3月に、一部の手当を見直しすることで妥結しましたが、福祉関係調整額については、2017年度に児童自立支援拠点があらたに開設されることを勘案し、継続協議となっていました。

労務担当課長は、「調整額は、職務の複雑・困難・責任の度・勤務条件が、同じ職務の級に属する他の職に比べて著しく特殊な職に支給している。恒常的で安定していることが必要。透明性と説明責任が求められている。」と述べ、「制度趣旨の考えに立ち返って、①社会情勢の変化、②国の見直し状況、③今日的観点、④業務実態があるかを検討し、整理していく。」とし、当局提案（裏面）を示しました。

その後、自治労県職労として引き続き要求している、給料の調整額・特殊勤務手当の改善に関する項目について、組合からあらためて説明し、交渉参加者からの発言に移りました。
＜参加者の主な発言＞

・民間設備の整備状況やノウハウ・技術が向上しているとしても、さがみ緑風園の困難性が低くなっているわけではなく、業務実態に変化はない。
・児童相談所の大変さは世間一般の人も知っている。今日的観点に対応した抜本的な処遇改善を求める。
・児童虐待件数の激増や対応の困難性に着目し、現場実態に合わせた見直しをすべきである。
・情緒障害児短期治療施設について、他県では困難を極めていると聞いている。この提案内容では、職員のモチベーションがもたないだろう。また、対応できるスキルや経験を積んだ県職員がどれほどいるのか、専門的な人材の確保について当局はどのように考えているのか、職員のメンタル面が心配など、不安を訴える声が福祉職場から寄せられている。

・件数だけでは計ることができない職務の困難性等を加味してもらいたい。

最後に米倉委員長が、「当局提案と現場の実態は大きく乖離していると思う。業務の困難性が変わらないのであれば、調整数を下げる根拠はない。現場の不満だけが残る見直しは認められない。再検討を求める。」とまとめ、この日の交渉を終えました。

調整額の見直しについては、今期の賃金確定交渉までに整理する課題としていますが、削減ありきの見直しは到底認められません。自治労県職労は、該当所属を中心に組合員の意見を集約して、職場・業務実態に見合った見直しとなるよう、粘り強く交渉を重ねていきます。
＜給料の調整額及び特勤手当の改善に関する要求＞

１．調整額

（１）新設

①　児童相談所（一時保護所以外）の児童福祉司、児童の相談・調査業務専従者、心理判定員の特殊勤務手当を調整額化すること。
②　保健福祉事務所の生活保護担当職員の特殊勤務手当を調整額化すること。

③　精神保健福祉センターの医療社会事業業務従事者、心理判定員、保健師の特殊勤務手当を調整額化すること。

④　職業訓練指導員の特殊勤務手当を調整額化すること。

⑤　神奈川障害者職業能力開発校の生活指導員の特殊勤務手当を調整額化すること。

（２）改善
①　児童相談所（一時保護所）の児童指導員、保育士の調整額を引き上げること。

２．特殊勤務手当

（１）新設

　①　気温35度以上又は湿度70％以上の高温の野外現場において、一定時間以上作業に従事する職員に手当を支給すること。

②　正規の勤務時間外に、緊急業務で職場等に呼び出された職員に手当を支給すること。

③　公用車等を自主運転して出張する場合、運転した職員に手当を支給すること。

　　④　地域県政総合センターの自然保護担当職員が、鳥獣の捕獲業務等に同行した場合や急傾斜地等での作業にあたった場合に手当を支給すること。

（２）改善

①　県税事務所の管理課長を税務手当の常時従事者区分に変更すること。

３．その他

調整額・特殊勤務手当の支給要件に大きな変化がないもの

については、現行水準を維持し、勤務の危険性や不快性、困難性等を踏まえて適正に措置すること。

＜7/15調整額見直し提案の概要＞
	所　　属
	対象職員
	調整数

（現行）
	調整数

（提案）
	提　案　理　由

	水産技術センター
	海事職（えのしま丸乗組員）
	２

または

１
	廃止
	航行の範囲は遠洋から関東近海に変化、調査数も減少。宿泊を伴う航海は1泊2日で年間30～40回程度。支給対象とされている「船舶内居住を常態」しているとは言えず、長期航海の実態がない。

	保健福祉事務所
	診療放射線技師

診療エックス線技師
	１
	廃止
	年間撮影数の減少。被ばく線量も少ない。

	総合療育

相談センター
	病棟看護師・准看護師
	２
	廃止
	病床利用率が低下。通常の看護師業務の範囲であり、職務の困難性が見い出せない。すでに医（3）給料表で措置されている。

	
	外来看護師・准看護師
	１
	廃止
	日勤となっており、特段の困難性が感じられない。医（3）給料表は調整数１を織り込んでいる。

	動物保護センター
	狂犬病予防員等
	２
	廃止
	野犬の捕獲件数が減少し、調整額の対象となる業務の頻度が低下

	さがみ緑風園
	介護を伴う生活指導の業務に常時従事する生活指導員・生活指導補助員
	４
	３
	常時介護を必要とする重度身体障害者施設で業務の一定の困難性があり調整額を措置していたが、民間の関係施設における介助技術のノウハウ等が向上し、さがみ緑風園の困難性は相対的に低下している。平成26年のあり方検討会で指定管理者制度導入が指摘されたことからもわかる。社会情勢の変化や今日的観点から見直す必要がある。

	
	上記以外の生活指導員・生活指導補助員（ホーム長、班長）
	３
	２
	

	
	生活指導員（課長）
	２
	１
	

	
	生活指導員（部長）
	１
	廃止
	

	新児童自立

支援拠点施設
	日中活動を支援する生活指導員課長、課長補佐、ケースワーカー
	４～２
	４～２
	現行のひばりが丘学園と同じ

	
	知的障害児施設の児童指導員等
	４～１
	４～１
	現行のひばりが丘学園と同じ

	
	情緒障害児短期治療施設
	－
	２

(課長補佐１)
	他県の同等施設の状況、職員に対する暴力等への対応の困難性がおおいそ学園に類似していることを考慮

	
	現中里学園業務の看護師
	措置なし
	１
	保育士と同等の業務

	
	現中里学園業務の保育士
	２
	１
	看護師と同等の業務

	
	現ひばりが丘学園の医師
	２
	２
	現行と同様の業務

	
	現ひばりが丘学園の看護師
	１
	１
	現行と同様の業務





















































＜給料の調整額及び特勤手当の改善に関する要求＞


１．調整額


（１）新設


①　児童相談所（一時保護所以外）の児童福祉司、児童の相談・調査業務専従者、心理判定員の特殊勤務手当を調整額化すること。


②　保健福祉事務所の生活保護担当職員の特殊勤務手当を調整額化すること。


③　精神保健福祉センターの医療社会事業業務従事者、心理判定員、保健師の特殊勤務手当を調整額化すること。


④　職業訓練指導員の特殊勤務手当を調整額化すること。


⑤　神奈川障害者職業能力開発校の生活指導員の特殊勤務手当を調整額化すること。


（２）改善


①　児童相談所（一時保護所）の児童指導員、保育士の調整額を引き上げること。


２．特殊勤務手当


（１）新設


　①　気温35度以上又は湿度70％以上の高温の野外現場において、一定時間以上作業に従事する職員に手当を支給すること。


②　正規の勤務時間外に、緊急業務で職場等に呼び出された職員に手当を支給すること。


③　公用車等を自主運転して出張する場合、運転した職員に手当を支給すること。


　　④　地域県政総合センターの自然保護担当職員が、鳥獣の捕獲業務等に同行した場合や急傾斜地等での作業にあたった場合に手当を支給すること。


（２）改善


①　県税事務所の管理課長を税務手当の常時従事者区分に変更すること。


３．その他


調整額・特殊勤務手当の支給要件に大きな変化がないもの


については、現行水準を維持し、勤務の危険性や不快性、困難性等を踏まえて適正に措置すること。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































